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平成１７年３月期中間期の「業績予想の修正」に関するお知らせ

平成１６年５月２１日の決算発表時に公表いたしました平成１７年３月期中間期（平成１６年４月１日～
平成１６年９月３０日）の業績予想を下記のとおり修正いたします。

１．平成１７年３月期中間期の業績予想数値の修正（平成１６年４月１日～平成１６年９月３０日）

＜単体＞
（金額の単位：百万円）

経 常 収 益 経 常 利 益 中 間 純 利 益
前回発表予想 （Ａ） 30,000 2,000 2,000
今回修正予想 (Ｂ) 34,900 1,700 2,100
増減額 （Ｂ）－（Ａ） 4,900 △ 300 100
増減率 （％） 16.3％ △ 15.0％ 5.0％
（ご参考）

35,044 8,330 8,235前中間期実績(15年9月期)

＜連結＞
（金額の単位：百万円）

経 常 収 益 経 常 利 益 中 間 純 利 益
前回発表予想 （Ａ） 32,000 2,100 2,100
今回修正予想 (Ｂ) 37,000 2,000 2,400
増減額 （Ｂ）－（Ａ） 5,000 △ 100 300
増減率 （％） 15.6％ △ 4.7％ 14.2％
（ご参考）

35,243 8,513 8,337前中間期実績(15年9月期)

なお、平成１７年３月期通期の業績予想につきましては、変更ございません。

２．修正の理由

＜単体の業績予想＞

株式売却益の確保などにより経常収益が前回予想比増加したことに伴う、業績予想の修正です。
経常収益は増加いたしますが、与信コストの増加などにより経常費用も増加いたしますことから、
中間純利益は前回予想比＋１億円程度にとどまると見込んでおります。

＜連結の業績予想＞

単体の業績予想の修正を主因とした修正です。

以 上
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（ご参考）（ご参考）（ご参考）（ご参考）

平成１７年３月期 業績予想（単体）平成１７年３月期 業績予想（単体）平成１７年３月期 業績予想（単体）平成１７年３月期 業績予想（単体）
（単位：億円）

中 間 期 通 期

当初 今回修正 差異 当初計画
計画(a) 予想(b) (b)-(a)

経常収益 ３００ ３４９ ４９ ６００

業務粗利益 ２５６ ２６１ ５

うち国債等債券損益 ２ ７ ５

経 費 △１６０ △１５８ ２

一般貸倒引当金繰入額 ① △８ △１７ △９

業務純益 ８８ ８５ △３ １８６

コア業務純益 ９４ ９５ １ ２００

臨時損益 △６８ △６８ ０

うち不良債権処理額② △６０ △９４ △３４

うち株式等関係損益 ０ ２９ ２９

＜与信関係費用合計①＋②＞ △６８ △１１２ △４４

経常利益 ２０ １７ △３ ６０

特別損益 他 ０ ４ ４

中間（当期）純利益 ２０ ２１ １ ６０

１６年９月末における「その他有価証券」の含み益は、約５６億円です。
なお、自己資本比率は単体・連結とも７．８％程度となる見込みです。


